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2022年シンポジウム　待ったなし！医療機関における児童指導員の人材育成

要 旨 障害福祉サービス事業所等における人材育成については，サービス管理責任者・児童
発達支援管理責任者（以下，サービス管理責任者等）が中心的役割を担うことを期待

されている．
　前者は，相談支援専門員と時を同じくして，2006（平成18）年施行の障害者自立支援法により，
後者は，2012（平成24）年の児童福祉法改正により，障害福祉サービス事業所に配置されるよう
になった． 3 者に共通するのは，障がいのあるご本人が，社会において等しく平等に，自ら望む
生活を送れるよう支援する専門職であり，ご本人の想いや希望に寄り添い続ける伴走者として，
多様な人々と連携・協働し，地域のネットワーク形成，地域づくり等に取り組んでいる．
　このようなサービス管理責任者等の質と量の充実を目指し，2019（平成31）年に研修カリキュ
ラム内容・体系が改訂されている．この改訂では，「人材育成」を重要な課題として捉えつつ，
基礎研修・実践研修・更新研修等という段階的な研修体系となっている．一方で，サービス管理
責任者等は，各事業所において単独配置である場合が多く，事業所内の OJT （On the Job 
Training ）を受けることが困難な状況にあり，さらには自事業所内の他職員に対する人材育成
の手法を学ぶ機会も少ない現状にある．
　このような状況等を受けて，神奈川県の県西障害保健福祉圏域では，「人材育成」を軸に，サー
ビス管理責任者等が，事業所の垣根を越えて，相互の視点や知識・技術・想いを交わしながら，
気づきと学びを得る機会・場を確保し，地域の中でともに育ち合う「ともそだち」の関係を築い
ている．地域で展開する「人材育成」の，さらなる発展・充実を目指し，中長期的な視点を持ち，
地域づくりを行っていく必要があると考える．
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は じ め に

　障害福祉サービス事業所等における人材育成につ
いては，サービス管理責任者や児童発達支援管理責
任者（以下，サービス管理責任者等）が中心的役割
を担うことが期待されている．
　前者は，相談支援専門員と時を同じくして，2006

（平成18）年施行の障害者自立支援法により，後者は，
2012（平成24）年の児童福祉法改正により，障害福
祉サービス事業所に配置されるようになった． 3 者
に共通するのは，障がいのあるご本人が，社会にお
いて等しく平等に，自ら望む生活を送れるよう支援
する専門職であるということ．その軸となるのが，
ご本人との関係構築を基盤として，ご本人主体，生
活モデル，ストレングス視点およびエンパワメント
支援等により，ご本人の想いや希望に寄り添い続け
る伴走者として支援すること，さらには，包括的・
全人的な支援を実現するために，多様な人々と連携・
協働し，地域のネットワーク形成，地域づくり等に
貢献することにある．
　このようなサービス管理責任者等の養成について
は，さらなる質と量の充実に向けて，2019（平成
31）年に研修カリキュラムの改訂があり，基礎研修・
実践研修・更新研修等という段階的な研修体系に
なっている．とはいえ，このような研修を修了した
サービス管理責任者等は，各事業所において単独配
置である場合が多く，事業所内の OJT （On the 
Job Training ）を受けることが困難になっている．
さらに，自事業所内の他職員に対する人材育成の手
法を学ぶ機会も少ない状況にある．そのような状況
は，国立病院機構のサービス管理責任者等も同様で
あり，「人材育成」は共通の課題といえる．
　このたび，神奈川県の県西障害保健福祉圏域（以
下，県西圏域）ではサービス管理責任者等に向けた
アンケートを実施したところ「人材育成」に関する
課題感を抱えている声が多数確認されたため，これ
を地域の課題として捉え，事業所の垣根を越えて，
相互の視点や知識・技術・想いを交わしながら，気
づきと学びを得る機会・場を確保し，地域の中でと
もに育ち合う「ともそだち」の関係を築いている．
　本稿では，以上のような取り組みを報告するとと
もに，さらなる充実と持続可能な仕組みとするため
にはどのようにすべきか，改めて考える契機とした．

サービス管理責任者等に期待される役割と育成

　サービス管理責任者等の役割・責務は，サービス
提供プロセスのマネジメントのほか，他のサービス
提供職員に対する技術的な助言・指導などとされて
いる．
　具体的な業務内容例は，以下のとおり．
　①  個別支援計画の作成に関する業務

a．  利用者に対する面接等によるアセスメントお
よび支援内容の検討 

b．  個別支援計画の原案作成
c．  個別支援計画作成に係る会議の運営
d．  利用者・家族に対する個別支援計画案の説明

と同意
e．  利用者に対する個別支援計画の交付
f．  個別支援計画の実施状況の把握（モニタリング）

による見直しと計画の変更 
ア．定期的な利用者への面接 
イ．定期的なモニタリング結果の記録

　②  当該サービス提供事業所以外における利用状況
の把握

　③  自立した日常生活が可能と認められる利用者に
対する必要な支援の提供 

　④サービス提供者職員への指導・助言
　このようにサービス管理責任者等には，多岐にわ
たるマネジメント業務が期待されている．これらの
業務を担うに値する人材を養成し，さらなる質と量
の充実に向けた研修体制を構築するために2019（平
成31）年にカリキュラムの改訂がなされた．その概
要は，表 1 に示すとおり，基礎研修，実践研修，更
新研修等という段階的な研修体系になっている．
　とりわけ，サービス管理責任者等の役割には，前
述の具体的な業務内容例の④に記載のとおり，自事
業所の職員に対する人材育成が含まれているため，
実践研修，更新研修では，表 1 に示すとおり，人材
育成に関するカリキュラムの割合が多くなってい
る．具体的には，実践研修では，新人・若手職員を
対象とした，「講義・演習 3 人材育成の手法に関す
る講義及び演習」が3.5時間，更新研修では，中堅
職員を対象とした，「講義・演習 3 サービスの質の
向上と人材育成のためのスーパービジョンに関する
講義及び演習」が 7 時間となっている．
　このような研修を修了したのち，一定の実務経験
を経た者がサービス管理責任者等として各事務所に
配置されるが，おおよそ単独配置となる．
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　以上が，サービス管理責任者等に期待される役割・
業務の概要および現状となるが，これを児童指導員
等が担っている国立病院機構のサービス管理責任者
等の現状と照らし合わせると，以下の図 1 ，図 2 の
とおり共通点のあることがわかる．
　まず，図 1 のとおり，国立病院機構におけるサー
ビス管理責任者の約半数は，児童指導員が担ってい
る．また，図 2 は，左のグラフが国立病院機構にお
ける児童指導員の現状，右のグラフが小生の活動エ
リアである神奈川県の県西圏域におけるサービス管
理責任者等の現状となるが，両者の共通点として，
経験年数が 5 年以下である者がほぼ半数ということ
があげられる．このように経験年数が長いといえな
い者が，前述のとおり単独配置という職場環境にお
いて，自らの研

けん

鑽
さん

と自事業所内の人材育成の体制を，
どのように作っていくかが，共通の課題になるとい
える．
　以上の共通点を確認したところで，次に神奈川県
の県西圏域におけるサービス管理責任者等の課題と
人材育成の取り組みについて報告する．

神奈川県の県西圏域におけるサービス管理�
責任者等の人材育成の取り組み

　地域における人材育成の体制づくりを目的とし
て，サービス管理責任者等に向けて，アンケート調

査を実施した（図 3 ）．
　前述のとおり，研修において人材育成について学
ぶ機会が確保されているが，アンケート結果からは

『人材育成』に対する課題を抱えるサービス管理責
任者等が，多いことが確認された．この結果の背景
事情としては，「サービス管理責任者等としての 
OJTを受けることが困難で，孤立化しやすい」，「事
業所内で同職種同士の学び合いができず，自事業所
内だけでは，人材育成が難しい」などの状況がある．
　このような状況を踏まえて，神奈川県の県西圏域
では，サービス管理責任者等が，実践の中で抱える
悩みや葛藤などについて，事業所の垣根を越えて，
相互の視点や知識・技術・想いを交わしながら，気
づきと学びを得る機会・場が必要という結論に至っ
た．その結論を元に，令和元年度より，サービス管
理責任者等連絡会（以下，連絡会）を発足した．顔
の見える関係から支え合える関係づくりを目指し，
次世代を担う中堅職員も含めたメンバー構成になっ
ている．
　連絡会では『人材育成』を軸に，各事業所におけ
る個別支援計画の作成・実施に係る実践共有や，職
員に対する人材育成の手法を学ぶ機会としてのグ
ループスーパービジョンを企画・開催する等，事業
所の垣根を超えて，地域のネットワークを基盤とし
たOJTを展開している．
　連絡会の参加者より，感想や意見をいただいた内

表 1　サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者指導者養成研修の告示別表
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容の一部は，以下のとおり．
　「他事業所との意見交換ができて勉強になりまし
た．定期的に開催をしてほしいです」，「連絡会の内
容を自事業所内で振り返り，さらなる検討を重ねて
いきます」，「一人で抱え込まず，チームで支援する
ことが大事だと感じました」，「地域の支え合いを確
認でき，安心しました」，「同じ圏域の方々と意見交

換する機会を通じて，サービス全体を俯
ふ

瞰
かん

すること
ができたことに加えて，サポーティブな関係のあり
がたさを実感しました」など，定期的・継続的なつ
ながり・支え合いの場が求められていることを確認
できた．
　また，副次的な効果として，前段の感想や意見か
らも読み取ることができるように，事業所内外の情

 
図 1　国立病院機構におけるサービス管理責任者等の配置状況

 
図 2　国立病院機構における児童指導員の現状および神奈川県西圏域におけるサービス管理責任者・児

童発達管理責任者の現状
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報共有が円滑となり，利用者支援に係る連携・協働
体制構築にもつながった．これは，前述したアンケー
トの中で悩みごととして挙がっていた「連携強化」，

「情報収集」の解消にもつながっているといえる．

ま と め

　社会構造の変化による人材不足は，私たち福祉分
野においても顕著となっている．そのような状況の
なかでも，地域全体で支え合う持続可能な人材育成
により，障がいのある方が望む生活を送れる体制を
創る必要があると考える．
　連絡会の合言葉は『ともそだち』．利用者ひとり
ひとりの「育ち」に寄り添うことにより，われわれ
支援者も育てられる．また，ひとりの利用者のため
につながることは，われわれ支援者同士の学び合い・
育ち合いにもなっている．すなわち，利用者とわれ

われ支援者は，ともに育ちあう，『ともそだち』の
関係にあるのではないだろうか．そのような支援が
できるように「点」を「線」に，それを「面」にす
るチームを作り，利用者らしさ，利用者が望む暮ら
しの実現に向けて，実践する．このような『ともそ
だち』の関係を地域全体で築き，未来につなげてい
くことが求められる．

〈本論文は第76回国立病院総合医学会シンポジウム
「待ったなし！医療機関における児童指導員の人材
育成」において「サービス管理責任者・児童発達支
援管理責任者（サビ児管）に期待される役割と育成
〜地域の中で共に育ち合う人材育成〜」として発表
した内容に加筆したものである．〉

　利益相反自己申告：申告すべきものなし．

 
図 3　神奈川県県西圏域におけるサービス管理責任者・児童発達管理責任者の課題


